
　

４
月
５
日
（
火
）
午
前
に
旭
町

小
学
校
・
午
後
旭
町
中
学
校
の
入

学
式
が
桜
満
開
の
好
天
の
も
と
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

鏡
味
洋
子
小
学
校
長
は
、

「
い
つ
も
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
の
で

き
る
子
ど
も
。
い
の
ち
を
大
切

に
で
き
る
子
ど
も
に
な
り
ま
し
ょ

う
。」
と
終
始
笑
顔
で
話
し
か
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
入
学
児
童
は
72
名
と
過

去
10
年
間
で
最
多
と
な
り
、
平
均

入
学
児
童
数
の
62
名
を
大
き
く
上

回
り
ま
し
た
。
旭
町
小
の
通
学
区

は
住
み
や
す
い
町
、
文
教
地
域
と

し
て
住
民
が
増
え
て
き
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

　

窪
田
治
夫
中
学
校
長
は
、

１
１
１
名
の
新
入
生
徒
に
「
な
せ

ば
成
る
。
成
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
何

事
も
成
せ
る
と
信
じ
て
行
動
し
て

下
さ
い
。」

と
力
強
く
生
徒
達
に
語
り
か
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

新
１
年
生
は
、
小
学
校
は
は
や

り
の
マ
ー
チ
で
、
中
学
校
は
上
級

生
の
吹
奏
楽
の
演
奏
の
も
と
大
き

な
拍
手
で
迎
え
ら
れ
、
緊
張
し
た

顔
つ
き
で
入
場
し
ま
し
た
が
、
式

が
終
了
し
退
場
時
に
は
に
こ
や
か

な
顔
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
と

し
て
子
供
た
ち
が
卒
業
ま
で
学

業
・
ス
ポ
ー
ツ
に
集
中
で
き
る
環

境
を
維
持
、
拡
大
で
き
る
よ
う
支

援
を
し
た
い
も
の
で
す
。（
原
田
）

前 

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

布
山
智
子

　

私
は
通
算
で
５
年
間
、
城
東
地

区
の
担
当
職
員
と
し
て
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
体
育
祭
や
ふ
れ
あ
い

祭
り
の
開
催
、
防
災
訓
練
の
実
施
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
発
足
な
ど

様
々
な
地
区
の
事
業
に
携
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
各
町

会
で
の
行
事
な
ど
に
も
お
呼
び
い

た
だ
き
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、

良
い
思
い
出
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

城
東
地
区
は
、
女
鳥
羽
川
が
真

ん
中
を
流
れ
て
い
る
た
め
、
地
区

が
ま
と
ま
り
難
い
、
と
い
う
話
も

聞
か
れ
ま
し
た
が
、
だ
か
ら
こ
そ

地
区
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
の
で

き
る
行
事
を
実
施
す
る
こ
と
は

と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
地
区
の
皆
さ
ん
が
一
丸
と
な

れ
ば
、　

城
東
地
区
に
「
住
み
続

け
て
よ
か
っ
た
！
」
と
思
え
る
ま

ち
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
城
東

地
区
の
益
々
の
ご
発
展
と
住
民
の

皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
つ
つ
、

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

桜
満
開
の
も
と

 

　
　
入
学
式あいうえおの「あ」はあいさつ、「い」は

いのち	 旭町小学校

〇
松
本
市
立
清
水
小
学
校

　　　　　　

こ
の
４
月
よ
り
清
水
小
学
校
に

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

清
水
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

は
、
休
み
時
間
に
な
る
と
校
庭
を

は
じ
め
、
中
庭
な
ど
外
に
出
て
元

気
に
遊
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
庭

を
『
せ
せ
ら
ぎ
』
と
い
う
ん
だ
よ

と
子
ど
も
た
ち
が
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
開
校
五
十
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
地
域
と
学
校
と
が
一
緒

に
な
っ
て
造
ら
れ
た
と
聞
き
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
が
そ
こ
で
元
気

に
遊
ん
で
い
る
様
子
を
見
て
い
る

と
、
保
護
者
、
地
域
の
皆
様
の
清

水
小
学
校
に
寄
せ
る
思
い
と
と
も

に
、
伝
統
の
重
み
を
感
じ
ま
す
。

　

保
護
者
、
地
域
の
皆
様
の
本
校

へ
の
期
待
を
真
摯
に
受
け
と
め
、

学
校
目
標
で
あ
る
「
心
豊
か
な
子

ど
も
」「
よ
く
考
え
る
子
ど
も
」「
た

く
ま
し
い
子
ど
も
」
の
具
現
化
を

目
指
し
、
全
職
員
心
を
一
つ
に
し

て
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
同

様
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　　

こ
の
度
、
城
東
地
区
地
域
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
に
お
世
話
に
な
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
城
東
地
区
は
、

女
鳥
羽
川
を
挟
み
南
北
に
長
く
、

市
街
地
特
有
の
少
子
高
齢
化
に
よ

る
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。「
昼

間
の
見
守
り
体
制
の
脆
弱
化
」「
空

き
家
の
増
加
」「
若
者
の
流
出
」「
町

会
未
加
入
世
帯
の
増
加
」
な
ど
、

地
域
力
の
継
続
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
の
11
月
12
日
に
城
東
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
発
足
し
、

安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
、
住
み
よ
い
「
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
防
災
訓
練
や
備
品

の
準
備
な
ど
を
行
い
、
地
区
全
体

と
し
て
防
災
意
識
を
高
め
て
お
り

ま
す
。
本
年
４
月
14
日
に
九
州
の

熊
本
を
震
源
と
す
る
大
地
震
が
発

生
し
た
こ
と
に
よ
り
、
更
に
防

災
の
意
識
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
頑
張
り

ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

校　長

大
おおうち

内　 勝
まさる

センター長

小
こばやし

林　隆
たかひこ

彦

は
じ
め
ま
し
て
新
任
で
す
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　女 1999 人
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盲
学
校
の
象
徴
の
花
、
水
仙
の

花
が
咲
く
、好
日
の
４
月
６
日（
水
）

盲
学
校
の
入
学
式
が
行
わ
れ
、
幼

稚
部
か
ら
専
攻
科
・
理
療
科
ま
で

の
11
名
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

矢
野
口　

仁
校
長
は
、
生
徒
、

保
護
者
、
来
賓
、
教
職
員
２
０
０

名
余
を
前
に
「
全
校
生
徒
30
名
、

教
職
員
含
め
て
85
名
体
制
と
な

り
、
安
全
で
、
安
心
し
て
学
ぶ
こ

と
が
出
来
る
学
校
づ
く
り
を
進
め

た
い
。
さ
ら
に
こ
の
４
月
か
ら
、

盲
学
校
に
松
本
擁
護
学
校
分
教
室

が
併
設
さ
れ
生
徒
11
名
が
加
わ

り
、
異
な
る
障
が
い
種
の
方
が
一

緒
に
学
べ
る
こ
と
に
な
り
、
念
願

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
と
プ
ー

ル
の
改
修
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
又
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
を
立
ち
上
げ
地
域
の
元
気

を
学
校
の
元
気
に
な
る
よ
う
に
し

た
い
。」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

城
東
地
区
で
は
盲
学
校
の
先
生

に
人
権
啓
発
推
進
協
議
会
の
講
師

や
、
福
祉
ひ
ろ
ば
で
按
摩
の
実
習

教
室
を
開
催
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
な
お
、
本
年
も
盲
学
校

校
庭
の
草
抜
き
を
行
な
い
ま
す
の

で
是
非
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
田
）

〇
町
会
長
会

会
長

　

麻
田　

晃 	

（
和
泉
町
二
丁
目
）

　

中
村　

順
一	

（
曙
町
）　

　

森
田　

利
夫	
（
岡
の
宮
文
園
町
）

　

瀧
澤　

和
子	
（
岡
の
宮
）　　

　

百
瀬　

研
吉	
（
岡
の
宮
西
）　

　

穗
髙　

進 	

（
和
泉
町
一
丁
目
）

　

加
藤　

晋
一
郎	（
北
上
横
田
町
）

　

都
筑　

陽
一	

（
女
鳥
羽
町
）

　

岸
川　

修	

（
元
町
南
）

　

参
沢　

陽
資	

（
元
町
中
）

　

下
山　

進 	

（
元
町
北
）

　

中
島　

甲
子
雄	（
元
町
上
）

〇
町
内
公
民
館
長
会

会
長

　

佐
藤　

昭
明
（
曙
町
）

　

藤
本　

豊
久
（
岡
の
宮
文
園
町
）

　

青
木　

俊
夫
（
岡
の
宮
）

　

小
島　

健
司
（
岡
の
宮
西
）

　

土
屋　

頼
永
（
和
泉
町
一
丁
目
）

　

増
田　

茂
樹
（
和
泉
町
二
丁
目
）

　

清
澤　

稔
治
（
北
上
横
田
町
）

　

矢
島　

皓	

（
女
鳥
羽
町
）

　

征
矢
野　

邦
彦	（
元
町
南
）

　

鷹
巢　

滋	

（
元
町
中
）

　

栁
澤　

春
雄	

（
元
町
北
）

　

衣
川　

勇	

（
元
町
上
）

◇
運
営
委
員
会

　

麻
田　

晃	

（
和
泉
町
二
丁
目
）

　

中
村　

順
一	

（
曙
町
）

　

佐
藤　

昭
明	

（
曙
町
）

　

鷹
巢　

滋	

（
元
町
中
）

　

坂
井　

勉	

（
女
鳥
羽
町
）

　

都
筑　

陽
一	

（
女
鳥
羽
町
）

　

岸
川　

修	

（
元
町
南
）

　

津
田　

恒
夫	

（
元
町
中
）

　

小
口　

恒
弘	

（
和
泉
町
二
丁
目
）

　

櫻
井　

み
き
子	（
岡
の
宮
文
園
町
）

　

栁
澤　

春
雄	

（
元
町
北
）

◇
館
報
編
集
委
員
会

　

町
内
公
民
館
長
が
兼
任

◇
全
市
版
館
報
編
集
委
員

　

征
矢
野　

邦
彦
（
元
町
南
）

◇
図
書
視
聴
覚
委
員
会

　

津
田　

恒
夫　
（
元
町
中
）

　

小
口　

恒
弘　
（
和
泉
町
二
丁
目
）

　

百
瀬　

二
郎　
（
元
町
上
）

　

相
河　

敏
子　
（
元
町
上
）

　

櫻
井　

辰
郎　
（
岡
の
宮
文
園
町
）

　

長
岩　

鈴
子　
（
元
町
上
）

　

千
葉　

源
美　
（
元
町
上
）

　

原
田　

美
知
子（
元
町
上
）

◇
体
育
委
員
会

　

小
口　

恒
弘	

（
和
泉
町
二
丁
目
）

　

衣
川　

勇	

（
元
町
上
）

　

藤
本　

け
さ
子	（
女
鳥
羽
町
）

　

百
瀬　

廣
子	

（
岡
の
宮
文
園
町
）

　

佐
藤　

昭
明	

（
曙
町
）

　

中
島　

甲
子
雄	（
元
町
上
）

　
　◇

文
化
委
員

　

櫻
井　

み
き
子	（
岡
の
宮
文
園
町
）

　

小
口　

恒
弘	

（
和
泉
町
二
丁
目
）

　

寺
島　

健
次	

（
女
鳥
羽
町
）

　

中
島　

あ
い
子	（
元
町
上
）

　

花
岡　

進	

（
元
町
北
）

　

山
﨑　

茂	

（
元
町
上
）

　

長
岩　

鈴
子	

（
元
町
上
）

□
城
東
公
民
館

　

館
長　

原
田　

武
邦

　

補
佐　

小
林　

隆
彦
（
併
任
）

　

主
事　

加
藤　

健

　

事
務　

中
島　

あ
い
子

　

事
務　

太
田　

智
栄

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　〈城

東
公
民
館
よ
り
〉 

　

平
成
27
年
度
中
は
公
民
館
事
業

に
参
画
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　

本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

長
野
県
松
本
盲
学
校
に

松
本
養
護
学
校
分
教
室
が

併
設

平
成
28
年
度
町
会
長・

町
内
公
民
館
長
の
紹
介

公
民
館
専
門
委
員
の
紹
介

桜と水仙の花が咲く盲学校

公民館職員一同

城東公民館　平成２８年度基本方針
城東公民館は「つながり、ひろがり、ふかまり」へと活動を展開します

（１）地域住民と共に災害に強いまちづくりに向けた学習と実践活動を目指します
（２）城東地区の各種団体と連携を深め、共に企画、立案、実施、つながりの輪を広げます
（３）コミュニティスクールの充実を図ります
（４）地域の講師をさらに募り、公民館講座を身近なものにします
（５）ボランティア活動を推進します（盲学校草抜き等）
（６）留学生と地域住民をつなぎ、多文化を学びます
（７）住民からの提案事業を積極的に進めます

松 本 市 公 民 館 報2016（平成 28）年5月30日（月） 第103号④【城東版】


